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議事録 08.8.6 (1/1) 

詳細協議議事録 08.8.6 
 

調 査 内 容 水資源省への調査内容（IC/R）説明 

協 議 日 2008 年 8 月 6 日（水） 

協 議 時 間 8:30～9:30 

協 議 場 所 水資源省 

出 席 者 [水資源省] 
・ Eng. Mr. Lawrence N. Simitu： 

Director of Water Services Department 
・ Eng. Mr. Peter O. Mangiti 

Head of Donor Coordination Department 
・ Mr. I. G. Kimani 

Japan Desk Officer 

 [調査団] 

武内、吉竹、小野里、奥澤 

 

[予備調査団] 

調査団より、水資源省に対して、IC/R に従って本調査の目的、調査の位置付け、調査内

容、調査日程、ミニッツでの協議事項等について説明した。また、要請コンポーネントのう

ち、下水道については、ケニア側が上水道に絞ることで合意したことを受けて、削除される

ことになると説明した。 

 

[水資源省] 

 近年、環境問題はケニア国内でも問題になっており、下水道整備は重要な課題となっ

ている。本プロジェクトでは、上水道が整備されることにより、下水量も増加するこ

とから、下水道を要請コンポーネントから除外することについては残念である。 

 日本の無償資金プロジェクトとして規模が大きくなりすぎるということであれば、仕

方がない。今後、引き続き支援をお願いするために、何らかの形で、将来につながる

ような文言をミニッツに残してもらいたい。 

以上 
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議事録 08.8.7-1 (1/2) 

詳細協議議事録 08.8.7-1 
 

調 査 内 容 他ドナーの援助動向 

協 議 日 2008年 8月 7日（木） 

協 議 時 間 9:00～10:00 

協 議 場 所 World Bank事務所 

出 席 者 [World Bank] 
・ Eng. Mr. James Nguuri Karuiru： 

Consultant (Urban/Local Govt./Water/Transport) 

 [調査団] 

武内、奥澤 

[水資源省] 

I. G. Kimani：Japan Desk Officer 

 

[水資源省] 

水資源省より、World Bank 担当者に対して、予備調査の概要説明・目的、今回の面談の

目的について説明を行った。 

 

[調査団] 

 今回の訪問の目的は、日本の無償資金協力で実施を検討している「エンブ市上下水道

整備計画」に関して予備調査を実施しているが、他の援助機関の水セクターの活動を

調査し、重複がないかどうかを確認することである。 

 World Bank のケニアでの水セクターにおける、一般的な活動状況及びエンブ市に係る

プロジェクトがあれば説明願いたい。 

 

[World Bank：WB] 

 WBは、1992年～1998年にかけて、第 3次ナイロビ上水道整備プロジェクト、第 2次

モンバサ上水道整備プロジェクトを実施した。 

 また、2004 年～2007 年に、ナイロビ上下水道事業体再構築プロジェクトを実施した。

内容は、ナイロビ市が所有する Athi WSB 傘下の WSP である Nairobi City Water and 

Sewerage Company（NWSC）職員の能力向上（CD）、事務所整備、監査、財務指導等で

ある。 

 水サービス委員会（WSB）は、本年 6月、7WSBから 8WSBの体制に変更となった。

Tana WSBの一部と Athi WSBの一部が合併し、Tana-Athi WSBが新たに創設されたため

である。その結果、Athi WSBは、その管轄範囲のほとんどがナイロビ市となった。 

 WBプロジェクトのうち、「エンブ上下水道整備計画」と重複するプロジェクトはない。 

 今後のWBが援助する上下水道プロジェクトとしては、以下のとおりである。 

 プロジェクト名：Water and Sanitation Service Improvement Project (Wassip) 

 コンポーネント： 

① Athi WSB傘下のWSPである NWSCの既存上下水道施設リハビリ・拡張及び
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議事録 08.8.7-1 (2/2) 

組織強化のための機材整備・活動支援 

（事業費：US$71,500,000） 

② Coast WSB の既存上下水道施設リハビリ・拡張及び組織強化のための機材整

備・活動支援 

（事業費：US$45,000,000） 

③ Lake Victoria North WSBの既存上下水道施設リハビリ・拡張及び組織強化のた

めの機材整備・活動支援 

（事業費：US$42,500,000） 

 実施期間：2008年 9月～2013年 9月（5年間） 

 総事業費：US$159,000,000（約 172億円） 

 資金形態：Credit（40年間、支払猶予期間 10年） 

 

[調査団] 

Wassipの EIA調査状況について教えてほしい。 

 

[World Bank：WB] 

 Wassip は、上述のように、｢ケ｣国の 3 つの上下水サービス機構が管轄するサービス区

域の上水供給及び下水道施設等衛生環境改善を目的とした巨大プロジェクトで、カバ

ーする地域も広い。 

 すでに第一段階の政策レベルあるいは概略設計段階の計画について、環境社会配慮面

からは、EIA調査や非自発的住民移転の活動計画(Resettlement Plan)、ならびに北部ビク

トリア湖周辺に住む先住民族（Sengwer族）の対策などが、検討されてきた。 

 今回は具体的実施段階に入り、EIA調査や Resettlement Planについて、より詳細な具体

的なものが要求される。世銀では、9月以降にコンサルタントの入札を行う予定である。 

 

 

以上 
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議事録 08.8.7-2 (1/1) 

詳細協議議事録 08.8.7-2 
 

調 査 内 容 他ドナーの援助動向 

協 議 日 2008 年 8 月 7 日（木） 

協 議 時 間 11:00～12:30 

協 議 場 所 水資源省内、GTZ 事務所 

出 席 者 [GTZ] 
・ Mr. Andre Lammerding： 

Water Sector Reform Programme 
Component Leader - Water sector regulation and 
pro-poor financing 

 [調査団] 

武内、奥澤 

[水資源省] 

I. G. Kimani：Japan Desk Officer 

 
[水資源省] 

水資源省より、GTZ 担当者に対して、予備調査の概要説明・目的、今回の面談の目的に

ついて説明があった。 

[調査団] 

 今回の訪問の目的は、日本の無償資金協力で実施を検討している「エンブ市上下水道

整備計画」に関して予備調査を実施しているが、他の援助機関の水セクターの活動を

調査し、重複がないかどうかを確認することである。 

 GTZ のケニアでの水セクターにおける、一般的な活動状況及びエンブ市に係るプロジ

ェクトがあれば説明願いたい。 

[GTZ] 

 ドナー会議を定期的に行っているが、Water Technical Group でドナー間の重複がないよ

うに、Donor Matrix を作成している。それを電子ファイルで提供する。 

 GTZ の支援内容は、キャパシティ・ディベロップメントが主体である。一方、KfW は、

施設整備支援が主体。 

 GTZ は、セクターリフォームや SWAP（Sector-wide approach to Planning）の支援を行っ

ている。 

 Water Services Trust Fund（WSTF、他に poverty fund とも呼ばれている）を通じた都市部

及び地方貧困層への上水道及び衛生施設整備支援も行っている。 

 GTZ が EWASCO に対して行った支援としては、以下がある。 

 公社のキャパシティ・ディベロップメント 

 コンピュータシステム導入による請求・会計システムの改善 

 コンピュータ機器及びソフトの供与 

 資産の文書化 

 上下水道施設整備に関しては、エンブ市において重複するプロジェクトはない。 

以上 
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議事録 08.8.8 (1/2) 

詳細協議議事録 08.8.8 
 

調 査 内 容 実施機関（TWSB及び EWASCO）との協議（第 1回）

調査内容（IC/R）の説明 

協 議 日 2008年 8月 8日（金） 

協 議 時 間 09:00～10:30 

協 議 場 所 タナ水サービス委員会事務所 

出 席 者 [Tana Water Services Board：TWSB] 

・ Mr. Samuel Njenga Mucha： 
Chief Executive Officer 

・ Mr. T. W. Kibaki 
Planning and Strategy Manager 

・ Mr. Miruri 
District Management Officer of Embu 

[Embu Water & Sanitation Co., Ltd.：EWASCO] 
・ Eng. Mr. H. M. Karugendo 

Managing Director of EWASCO 

 [調査団] 

武内、吉竹、小野里、奥澤 

[JOCV] 

松久保：TWSB水質管理 

 

[調査団] 

 コンサルタント団員より、インセプション・レポートに従って、予備調査の目的、実

施スケジュール、団員構成、現地詳細日程、調査項目、必要な資料等を説明した。 

 調査団側から、下記事項についての回答を TWSB及び EWASCOに要請した。 

① 最新の 8WSB を示した図面（Tana WSB の一部と Athi WSB の一部が合併し、

Tana-Athi WSBが 2008年 6月に設立され、7WSBから 8WSBになった） 

② Tana WSB－EWASCO－Municipal Councilの関係 

③ EWASCOが TWSBに定期的に提出している Performance Report 

④ EWASCOが作成したエンブ市上下水道整備計画 

⑤ 計画・設計について協議できる担当者の紹介 

⑥ 環境社会配慮の担当者の紹介 

⑦ 質問票の未回答項目への回答 

 

[TWSB/EWASCO] 

 ①について： 

8WSBに変更後の最新の各WSB所掌境界を示した図面を一両日中に提出する。 

 ②について： 

EWASCOは、水法（Water Act-2002）に基づいて 2004年にエンブ市によって設立さ
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議事録 08.8.8 (2/2) 

れ、2005年 7月より事業を開始した。EWASCOは、エンブ市（Municipal Council）の

完全所有である。EWASCO 設立前、上下水道施設は、エンブ市の所有であった。水法

では、施設の所有権はWSBにあることになっているが、エンブ市から TWSBへの所有

権の移管は現在協議段階である。 

 ③について：早急に提供する。 

 ④について：早急に提供する。 

 ⑤について： 

EWASCOのManaging DirectorであるMr. Karugendoが最も内容を知っており、彼と

協議してほしい。 

 ⑥について： 

現在、EWASCOが依頼してスコーピングを行っているコンサルタントを紹介する。 

 ⑦について：早急に回答する。 

 

 

 

以上 
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議事録 08.8.12-1 (1/2) 

詳細協議議事録 08.8.12-1 
 

調 査 内 容 実施機関（TWSB及び EWASCO）との協議（第 2回） 

要請内容の確認 

協 議 日 2008年 8月 12日（日） 

協 議 時 間 15:00～16:30 

協 議 場 所 EWASCO事務所 

出 席 者 [Tana Water Services Board：TWSB] 

・ Mr. T. W. Kibaki 
Planning and Strategy Manager 

[Embu Water & Sanitation Co., Ltd.：EWASCO] 
・ Eng. Mr. H. M. Karugendo 

Managing Director of EWASCO 

 [調査団] 

武内、吉竹 

 

[調査団] 

 要請内容（2007 年 9 月修正版）について、各項目の要請理由とその詳細について確認

した。 

(a) Rehabilitation and Extension of the existing water supply facilities 

既存配水タンクのリハビリと既存配水本管のリハビリが要請されているが、詳細がわか

らない。これらの詳細な内容、必要な理由を示すこと。 

(b) Construction of new water supply facilities with a capacity of 14,000m3/day with its source at 

Rupingazi River at Muthigi (in the unpolluted Mount Kenya Forest) and installation of 

equipment. 

① 水源をMuthigi（ケニア山森林内）に設置しなくてはならない理由は、何か？ 

② 送水管 18kmの根拠は何か？ 

③ 2015年の水需要の根拠及び浄水場の規模 14,000m3/日の根拠を示すこと。 

④ 水質試験所の設置場所及び必要な機材リストを示すこと。 

⑤ 逆洗浄水用のタンクは、浄水場の付帯設備ではないか？ 

⑥ 配水池容量 26,000m3は、日最大給水量の１日分になっていないか？ 一般的に 12

時間分であり、１日分は過大である。ケニアの他の無償プロジェクトでも 12時間

分が採用されており、12時間分を採用すべきではないか？ 

⑦ 減圧タンク/減圧弁が必要な理由 

⑧ 配水管 25kmを図面上で示すこと。 

(c) Institutional Capacity building (soft component) – including training on service provision and 

operation and maintenance of the water and sewage works. 

ソフト・コンポーネントとしては、以下を想定しているが、どのように考えるか？ 

 浄水場の運転・維持管理支援 

 水質管理支援 
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議事録 08.8.12-1 (2/2) 

(d) Rehabilitation and expansion of the existing Sewerage System 

下水道ポーションは、ケニア側が除外することに合意しており、削除すべきである。 

 

[TWSB/EWASCO] 

(a)について 

了解した。 

(b)－①について 

TWSBが策定した”Water and Sewerage Master Plan”（2006年 11月）で、新規の水源はケニ

ア山森林内と規定している。これに従ってもらいたい。理由は、将来、エンブ市北側が開発

され都市化とともに水源の汚染が発生し、水源として適さなくなるからである。 

(b)－②について 

新規水源地点から要請浄水場地点が 12km、同浄水場から配水池予定地である、Kangaru

配水場までが 6kmで、合計 18kmとなる。 

(b)－③について 

了解した。 

(b)－④について 

水質試験所は、要請浄水場内としたい。また、必要な水質試験機材については、リストを

提出する。 

(b)－⑤について 

了解した。浄水場の付帯施設とする。 

(b)－⑥について 

12時間分で了解した。水需要量から計算しなおす。 

(b)－⑦について 

配水池からの配水は、自然流下方式であるが、高低差が 50m を超える箇所に減圧タンク

か減圧弁を設置する必要がある。 

(b)－⑧について 

配水本管の位置を図面に表示する。 

(c)について 

了解した。そのような内容でよいと思う。 

(d)について 

下水道ポーションを削除することについては、残念だが仕方ない。今後も支援をお願いし

たいので、ミニッツに下水道について要請があったことは明記してもらいたい。 

 

 

以上 
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議事録 08.8.12-2 (1/2) 

詳細協議議事録 08.8.12-2 
 

調 査 内 容 土地関連法及び用地確保 

協 議 日 2008年 8月 12日（木） 

協 議 時 間 16:00～16:30 

協 議 場 所 EWASCO事務所 

出 席 者 [土地省土地計画局エンブ県担当：DPP] 

・ Ms. Joyce K. Kariuki： 

District Physical Planner (Embu), Urban & Regional 

Planning Division, Physical Planning Department, 

Ministry of Lands 

 [調査団] 

奥澤 

 

[調査団] 

 「ケ」国の土地利用及び土地所有に関する法規制の概要を知りたい。エンブ県及び当

州での環境社会配慮の実施状況について。説明願いたい。 

 

[DPP] 

(1) 土地に関する法令は、ナイロビの政府刊行物センターで入手できるが、その他に下記の

ケニア国立法律情報審議会（National Council for Law Reporting）のウエブサイトでもア

クセスできる。 

http://www.kenyalaw.org 

 

(2) 導水・配水管路の地下通過利用に関する法令 

土地の用益権として、Wayleave と Easementがある。前者は、電線、上下水管路、光ファ

イバー等の管路を他人の土地の地上、地表、あるいは地下を通過利用するもので、有限時間

の借地権に相当し、登記する必要がなく、補償費用は原則として要らない。後者は永久的借

地権で登記が必要である。一般的に補償は有料で、必要で手続きも多くかかる。 

｢ケ｣国、とくに地方では人口密度が低くインフラ整備が遅れており、上水や電気などの基

礎インフラが整備されると土地の付加価値も高くなるので、自分の土地を管路が通過しても

反対するケースは少ない。エンブ県でも同様である。 

 

(3) エンブ市開発計画の資料入手 

出発前に Plan のハードコピーを入手したが、地図が添付されていなかった。地図を入手

したい。 

同女史もコアメンバーとして、計画策定に関わったので、原資料を持っている。電子ファ

イルで 2005 年策定の”Embu Municipality Local Physical Development Plan (Long Term), 

2001-2030” (Municipal Council of Embu & Ministry of Lands and Housing, Provincial Physical 

Planning Team)のドキュメントと関連地図（power point）を入手した。 
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議事録 08.8.12-2 (2/2) 

(4) ベーレ県の開発計画 

現地入り後、給水対象地域がMbeere District Gachoka Divisionを含むことが判明したので、

ベーレ県の開発計画を同女史より、紹介を受けた Ms. Muthoni より Mbeere District 

Development Plan1997-2002を入手した。 

 

 

以上 
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議事録 08.8.13-1 (1/2) 

詳細協議議事録 08.8.13-1 
 

調 査 内 容 対象地域の環境規制、EIAの動向 

協 議 日 2008年 8月 13日（木） 

協 議 時 間 13:00～14:30 

協 議 場 所 NEMA Eastern Province事務所 

出 席 者 [NEMA] 
・ Mr. Isaiah N. Kyengo： 

Provincial Director of Environment, P.O.Box 748, 

Embu,  

 [調査団] 

奥澤 

[ローカルコンサルタント] 

John, EIA Consultant 

 

[環境管理庁 Eastern Province 管轄] 

予備調査での環境社会配慮調査の趣旨を説明し、現地での環境社会配慮に関する EIA の

状況や規制、主要な環境問題について、ヒアリングを行った。 

担当者は、昨年 JICA研修生として、札幌に都市環境分野の研修を受け、日本に良い印象

を有していると感じられた。 

 

[調査団] 

 エンブ県及び当州での環境社会配慮の実施状況について。説明願いたい。 

 

[NEMAEP] 

(1) 「ケ」国での環境に係る法規制、体制整備の状況について 

 1999年の環境・調整法がベースとなっている。これに基づき、環境影響評価・環境監

査、水質、廃棄物、オゾン層破壊物質削減、生物多様性保全などの規則（Regulations）

が制定されている。大気汚染と騒音振動に規制は現在検討段階にある。 

 環境影響評価については、2002年の環境 EIAガイドライン（ドラフト）、2003年の環

境影響評価・環境監査規則-などにより、法規制と体制整備が進められている。 

 

(2) NEMAの組織・体制 

 NEMAは新しい組織で、2003年に発足した新しい組織で、まだ人員も不足している。 

 環境管理行政の実施機関として、各州に局長 1名、各県に部長 1名が配置されている。

スタッフ数が限られているので、雑用を含めて一人でこなしている。 

 NEMA の組織：6 つ部(Department)がある－Finance & Administration, Directorate, 

Compliance & Enforcement, Planning & Research, Legal Services, Environmental Education, 

Information & Publicationがあり、さらに Sub-DepartmentとしてMarine & Freshwater 

Conservationがある。 

11



議事録 08.8.13-1 (2/2) 

 権限委譲：開発案件の環境認可の要請件数が増加し、中央で審査するには時間と手間

がかかり担当者の負担が大きい。また、審査の遅れの原因になっている。このため、

2008 年 9 月より、環境予備評価に相当するプロジェクトレポートの審査は、中央でな

く、各州の局長に委任される予定である。 

 

(3) 開発プロジェクトの環境認可 

二つの段階がある。 

① 環境予備評価に相当する「プロジェクトレポート（Project Report, PR）」で認可され

る場合 

② Full EIA レポートが要求される本 EIA 調査（EIA Study Report）が要求される場合 

 

管轄区域である東州 Eastern Province で審査した PR は約 200 件に上る。このうち、PR で

認可されずに、本格的 EIA 調査まで必要になったのは、約 20 件で、開発内容にもよるが、

PR の約 2 割に相当する。本格的 EIA 調査まで行った案件は工業開発(セメント、鉄鋼や不動

産、インフラ整備などがある。案件は、地域的にはナイロビ首都圏に隣接して急発展してい

る Machakos 県のものが多い。 

 

(4) その他 

NEMA 本部の EIA 担当として、Mr.Ouma を紹介された。 

 

 

以上 
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議事録 08.8.13-2 (1/2) 

詳細協議議事録 08.8.13-2 
 

調 査 内 容 メルー市調査 

メルー市上下水道信託会社（MEWASS）との協議 

協 議 日 2008 年 8 月 13 日（水） 

協 議 時 間 09:00～11:00 

協 議 場 所 MEWASS 事務所 

出 席 者 [Meru Water and Sewerage Services：MEWASS] 

・ Mr. Stanley N. Mbae 
General Manager 

・ Mr. George N. Karanja 
Technical Manager 

 [調査団] 

武内、吉竹、小野里、奥澤 

 

[調査団] 

 メルー市上下水道信託会社（MEWASS）の水道事業について、以下の点について質問

した。 

(a) 会社形態 

(b) 事業基本データ 

(c) O&M 体制 

(d) UFW チームの活動状況 

(e) 新規顧客の獲得状況 

(f) 施設の状況 

(g) 配水管敷設実績 

(h) 下水道整備状況 

(i) 財務状況 

 

[MEWASS] 

 MEWASS より以下の説明があった。 

(a) 会社形態 

MEWASS は、2001 年 7 月、Trustee Law（永久譲渡）第 164 条のもとに登録され

た。メルー市の上下水道は、MEWASS 以前は、上水道施設が MWI 所有、下水道

施設はメルー市が所有者であった。現在、施設の所有権は、水法に従って、TWSB

に移管されている。MEWASS が実際に事業を開始したのは、2002 年 7 月である。 

(b) 事業基本データは、以下のとおりである。 

 給水人口：51,000 人（2005/06 年度） 

 給水率：65% 

 給水量：5,400m3/日（106LCD、実使用水量 78LCD） 

 有収率：74% 

 無収水率：26%（2007 年 6 月） 
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議事録 08.8.13-2 (2/2) 

(c) O&M体制 

 職員数：70名 

 O&M要員：43名（このうち 4名は、UFW Control Unitとして活動） 

(d) UFWチームの活動状況 

 UFW Control Unit：4名/チーム 

 現在は UFW率が 20%台に低下してきたので、頻繁に行っていない。 

 午前 8時～9時に各ゾーンの配水池のマスターメータをチェックし、各ゾーン

への配水量に異常がないかどうか確認している。異常があったゾーンについ

て、漏水調査を実施している。漏水位置を正確に把握するため相関式漏水探

知機が必要である。 

 漏水調査機器は、以下のとおりである。 

- ポータブル超音波流量計：1台 

- 音聴棒：5台 

- 鉄管探査機：1台 

(e) 新規顧客の獲得状況 

 2004年 3月：2,313件（実績） 

 2006年 6月：4,700件（計画） 

 2008年 8月：5,500件 

 

 

以上 
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議事録 08.8.19-1 (1/1) 

詳細協議議事録 08.8.19-1 
 

調 査 内 容 ガンドレ・ギンダ水利用者組合との協議 

協 議 日 2008年 8月 19日（火） 

協 議 時 間 10:00～11:00 

協 議 場 所 ガンドレ・ギンダ水利用者組合事務所 

出 席 者 [Ngadre-Nginda Water Consumers Association：NNWCA] 

・ Mr. Ephantus Mugera 
Manager of NNWCA 

・ Mr. G. K. Mbogoh 
Finance Controller/Internal Auditor 

[Embu Water & Sanitation Co., Ltd.：EWASCO] 
・ Eng. Mr. H. M. Karugendo 

Managing Director of EWASCO 

 [調査団] 

武内、吉竹 

 

[調査団] 

 NNWCAの給水事業（給水区域及び給水量等）について教えてもらいたい。 

 

[NNWCA] 

 NNWCAは、2004年 2月に設立された。TWSBのWSPの一つである。 

 配水先は、ガンドレ・ギンダ及びガトリ・サウス村（Locationと呼ばれている）である。

配水量は、10,000m3/日、契約者数は 4,000件（給水人口：約 50,000人）である。 

 水利権（water permit）は、25,000m3/日（1978年～2005年）を確保している。 

 現在、施設拡張を計画している。F/S段階にある。拡張規模は、10,000m3/日である。 

 スタッフ数は、40人。４箇所のセンターがある。 

 公共水栓では、2ksh/20 ﾘｯﾄﾙで販売している。 

 Embu Districtでは、他に NGagakaがWSPとして水道事業を行っている。他の地域は、

TWSBとの SPAなしに水道事業を行っている。 

 

 

 

以上 
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議事録 08.8.19-2 (1/2) 

詳細協議議事録 08.8.19-2 
 

調 査 内 容 水質分析の要請に関する確認他 

協 議 日 2008 年 8 月 19 日（火） 

協 議 時 間 14:00～15:00 

協 議 場 所 KANNGARU 浄水場内分析室 

出 席 者  [Embu Water & Sanitation Co., Ltd.：EWASCO] 
Mary Nungari 

QUALITU AS.OFF. 

 [調査団] 

小野里 

 

[調査団] 

 水質分析に関する以下の点について確認および情報を入手した。 

(a) EWASCO の水質分析室でリクエストする機材は何か。 

(b) ルピンカジ水源の水質データのブレークダウンデータの入手 

(c) EWASCO の水質分析室の隣にある Ministry of water and irrigation の水質分析室の状

況の確認 

(d) その他 

 

(a)について 

EWASCO から以下の水質分析用機材を本プロジェクトの要請項目に含めてほしいとの要

望があった。 

 ジャーテスター                1 式 

 分光光度計および付属品一式          1 式 

 インキュベータ                1 式 

 冷蔵庫                    1 式 

 簡易微生物分析キット. (紫外線装置、試薬、他)  1 式 

 オートクレーブ                1 式 

 蒸留装置                   1 式 

 一般水質分析装置 (SS 測定他)              1 式 

 

(b)について 

2007 年度の EWASCO 水質分析内で実施された全ソフトデータを入手した。 

質問票で EWASCO が回答した水質データは、ソフトデータを解析した結果間違っている

こと確認した。調査団でまとめなおしたデータは、本文表 2-4-4 に示した。 

2007 年度は、原水と処理水の水温、濁度、pH、残留塩素を１日に数回実施していること

を確認した。 

 

(c)について 

16



議事録 08.8.19-2 (2/2) 

Ministry of water and irrigationの水質分析室は、現在MKEPP（MOUNT KENYA EAST PILOT 

PROJECT）と称するプロジェクトを IFAD（International fund for Agricultural development）と

実施しており、以下の分析機材保有している。 

 微生物分析機器一式（オートクレーブ、インキュベータ、培地、ピペット他） 

 pHメータ 

 濁度計 

 冷蔵庫 

 蒸留装置（未使用） 

 分光光度計（未使用） 

EWASCO は、本分析室に費用を支払って必要時に分析を委託している。費用は、微生物

分析は 1検体につき Ksh2,000、pH、濁度等は 1検体につき Ksh1,000。 

 

(d)について 

EWASCO分析室の強いリクエストとして、BOD測定等の下水関連の分析装置が上がった。 

今回は水道関連のプロジェクトであること、さらに下水の水質管理に関する体系的な計画

が行われた中で必要な分析機材を準備する必要があること、等を説明し提案を取り下げた。 

EWASCOが実験機材の購入に利用している主な代理店リストを下表に示す。 

 

代理店リスト（EWASCO分析担当者から入手） 
No 店名 住所 電話/FAX E-MAIL 

1 PY-REX 
EAST 
AFRICA 

PHILADELPHIA 
HOUSE TOM 
MBOYA STREET, 
NAIROBI 

234-20-229-005 
(Mobil:0722-256767) 

py_lexeastafrica@yahoo.com 

2 Aquatic 
Industry 
Ltd. 

UAP PARK 
OPPOSITE UPPER 
HILL SECOUNDRY 
SCHOOL, NAIROBI 

234-20-272-9405112  

3 ESTEC OFF UHURU 
HIGHWAY NEXT TO 
PLESSY HOUSE; 
ABOVE PELICAN 
SIGNS, NAIROBI 

254-20-537-709 info@esteckenya.com 

 

 

以上 
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議事録 08.8.21-1 (1/2) 

詳細協議議事録 08.8.21-1 
 

調 査 内 容 実施機関（TWSB及び EWASCO）との協議（第 3回） 

技術協議 

協 議 日 2008年 8月 21日（木） 

協 議 時 間 09:00～11:00 

協 議 場 所 EWASCO事務所 

出 席 者 [Tana Water Services Board：TWSB] 

・ Mr. T. W. Kibaki 
Planning and Strategy Manager 

[Embu Water & Sanitation Co., Ltd.：EWASCO] 
・ Eng. Mr. H. M. Karugendo 

Managing Director of EWASCO 
・ Eng. Mr. Michael Kiio Ireri 

Superintendent of Water Distribution 

 [調査団] 

木野本団長、池浦、武内、吉竹、小野里、奥澤 

 

[調査団] 

 木野本団長より、ナイロビでの水灌漑省との以下の協議内容について、TWSB 及び

EWASCOに説明した。 

協議では、日本側が上水道と下水道の両方に協力することは、規模が大きくなりす

ぎることから、上水道施設整備に絞ったものにすることで合意を得た。 

 

[TWSB & EWASCO] 

 下水道整備をどの Fundで実施するにしても、ケニア政府に下水道整備の重要性を認識

してもらうことが重要である。 

 本計画で上水道整備のみを実施した場合、下水道整備の必要性が高まることを強調し

たい。 

 

[調査団] 

以下の点について確認及び質問した。 

 水需要量は、21,000m3/日とする。 

 配水池容量は、9,000m3とする。 

 取水地点については、本格調査において、各候補地点の施工の難易、工事費、環境問

題等を総合的に判断し、最適な地点を選定することとする。 

 水需要量が 21,000m3/日に増加することから、現在、取得済みの水利権量（water permit

と称している）20,000m3/日では足らない。タナ流域を管理する水資源管理庁（Water 

Resources Management Authority）に追加の水利権を取得する必要がある。詳細な手続き

及び行程を確認してもらいたい。 

 既存取水施設が本計画の取水地点に選定された場合、同取水地点から Mukangu 浄水場
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までの導水管（6km）については、私有地を通る可能性がある。その場合、どのような

手続きが必要か？ 

 本計画実施後、新規施設の維持管理が必要となり、新規にスタッフを雇用する必要が

ある。10人は、新規に雇用する必要があろう。 

 EIAの Proponent（提案者）は誰になるか？ 

 

[TWSB & EWASCO] 

 WRMAのエンブ支所から許可をもらう。詳細な手続き方法を確認する。 

 追加の水利権量の取得手続きを早急に開始する。取得には、最大でも 2 ヶ月以内で可

能と考える。 

 既存の導水管は、6kmのうち 3kmが私有地に敷設されている。住民とはWayleave（通

行権）扱いで合意書を交わしている。 

 Wayleave の場合、公共目的に使用するのであれば、住民に補償する必要はない。ただ

し、cash crop（換金作物）がある場合は、補償する必要がある。 

 Easement（地役権）の場合は、住民に補償する必要が生じる。 

 新規スタッフの雇用については、了解した。 

 EIAの Proponentは、EWASCOである。 

 

 

以上 
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議事録 08.8.21-2 (1/1) 

詳細協議議事録 08.8.21-2 
 

調 査 内 容 森林保護地域の開発 

協 議 日 2008年 8月 21日（木） 

協 議 時 間 13:00～14:30 

協 議 場 所 KFS（ケニア森林保全機構）Embu事務所 

出 席 者 [KFS] 
・ Ms. Joyce Nthuku： 

Assistant District Forest Officer, Embu District, 

Kenya Forest Reserve, Ministry of Wildlife and 

Forest 

 [調査団] 

奥澤 

 

取水候補地点 No.1が位置するケニア山森林保全地域（Kenya Forest Reserve）での開発認

可についてヒアリングを行った。 

 

[調査団] 

 ケニア山森林保全地域の状況と Embu Districtに位置するルピンガジ川の取水地点での

取水堰設置にあたっての注意点を聞きたい。 

 

[KFS] 

同地域は森林保全地域であり、国指定の野生生物保護地域に指定されている（National 

Wildlife Reserve）。したがって、開発には、森林保全地域の事前調査が必要になる。手順は、

以下のとおりである。 

EWASCO→WRMA（水資源管理庁）→Director（KFS）→District Forest Officer→Director

（KFS）→WRMA→ EWASCO 

現在のガンドレギンダ水利組合の取水堰付近には、象の足跡や樹木にこすり跡が見られた

ように、明らかに象の生息域となっている。このため、象を含む野生生物の生態調査がまず

必要であり、これらは事業が水資源関連なので、水資源管理庁(WRMA)のエンブ支所に開発

申請する。WRMAは KFSの局長に申請を行い、その指示に基づき、森林保全機構のエンブ

支所が調査を行う。その結果は、この逆のルートで EWASCOに伝えられることになる。こ

れをもとにプロジェクトレポートを作成し、NEMAに環境認可を申請することになる。 

 

 

以上 
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議事録 08.8.22 (1/1) 

詳細協議議事録 08.8.22 
 

調 査 内 容 Embu District の中期計画 

協 議 日 2008年 8月 22日（金） 

協 議 時 間 10:30～11:00 

協 議 場 所 Embu District Officer事務所 

出 席 者 [DDO] 
・ Mr. Muraya Norman： 

Embu District Development Officer 

 [調査団] 

奥澤 

 

[調査団] 

エンブ県（Embu District）の開発計画(District Development Plan)の策定状況を確認したい。 

 

[DDO] 

① 最新の開発計画（2008-2012）は現在作成中で、12月に完成予定である。BD調査団にそ

の旨を伝える。 

② 2002年版の開発計画書があるので、提供したい。 

 

[調査団] 

①について：BD調査団にその旨伝える。 

②について：Embu District Development Plan 2002-2008 を入手。 

 

 

以上 
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議事録 08.8.23 (1/2) 

詳細協議議事録 08.8.23 
 

調 査 内 容 メルー市調査 

MEWASSとの協議 

協 議 日 2008年 8月 23日（土） 

協 議 時 間 09:00～10:00 

協 議 場 所 MEWASS事務所 

出 席 者 [Meru Water & Sewerage Services：MEWASS] 

・ Mr. George N. Karanja 
Technical Manager 

 

 [調査団] 

木野本、池浦、武内、吉竹 

 

[調査団] 

 MEWASSは、現在、無収水率が 26％と小さい値を達成しているが、成功の理由は何か？ 

 

[MEWASS] 

 MEWASSは、2002年 7月に設立された。その後、日本の無償資金協力プロジェクトが

スタートし、並行して、熟練工（Artisan）の雇用や、水灌漑省からスタッフを派遣して

もらい、要員の補強を図った。 

 設立当初、無収水率は 76％と高かった。スタッフは、無収水という概念さえ知らなか

った。現在（2007年 6月）は、26％と向上している。 

 漏水が多いため、給水量は不足していた。 

 漏水が高い理由は、管材料の品質及び高水圧が主である。 

 管材料については、PVC管の Class E（16bar）に統一し、業者から納入される管材の品

質について厳正にチェックしている。 

 高水圧への対応としては、減圧弁の順次設置を進めており、8～9bar（水頭 80～90m）

を 4bar（40m）に下げるよう努力している。現在、35 箇所に設置済みであるが、全ゾ

ーンに設置するには、後 100 個必要である。近年、鋼材の価格が高騰し、現在では昨

年価格の 2倍程度になっており、負担が大きくなっている。 

 また、現在、午前 8時～9時に各ゾーンの配水池のマスターメータをチェックし、各ゾ

ーンへの配水量に異常がないかどうか確認している。 

 無償プロジェクトに関連して、スタッフが JICAの集団研修を受けたことにより能力が

向上した。 

 スタッフの訓練については、定期的にモニタリングを行っている。 

 需要者は、家庭内の漏水もMEWASS側の責任と考え、水道料金額が高いことに対して

の不満が多かった。それに対して、キャンペーンを行い、理解してもらうよう努めた。 

 MEWASS の給水区域には、コミュニティ給水が多く存在し、顧客獲得のためにキャン

ペーンを行った。各コミュニティを訪問し、水質の違いを実演（顕微鏡で微生物など

の有害物の存在を見てもらった）し、MEWASS が供給する水が安全であることを理解
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議事録 08.8.23 (2/2) 

してもらった。 

 給水区域は、2004年度の 31km2から 2006年度で 38km2に拡大した。それに伴い、顧客

数は、約 4,000軒から 5,500軒に増加した。 

 

 

以上 
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議事録 08.8.25 (1/2) 

詳細協議議事録 08.8.25 
 

調 査 内 容 EIAの実施状況 

協 議 日 2008年 8月 25日（月） 

協 議 時 間 15:30～11:00 

協 議 場 所 国家環境管理庁（NEMA）本部 

出 席 者 [NEMA] 
・ Mr. Zephawia O.Ouma：Senior EIA Officer,  

・ Mr. Martin Shimba：Senior EIA Officer 

 [調査団] 

奥澤 

 

[プロジェクトレポート及び EIA調査レポートの受理・審査状況] 

NEMA本部では事前に局長のアポを取ったが、多忙のため会えず、急遽 EIA審査室を訪

問した。両氏とも多忙であったが、合間に対応してくれた。ただし、十分なヒアリングはで

きなかった。 

 

(1) 「ケ」国での EIAに係る実施状況 

2002年以降、プロジェクトレポートの審査件数約 4500件、Full EIA調査レポートの審査

件数は約 500件で、プロジェクトレポートの約 1割が EIA調査の対象になっている。 

具体的には、年度別件数（プロジェクトレポート受理）は以下のとおりである。 

西暦（年） 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 

件数 100 100 200 900 1100 1400 1500 

事業分野では、交通網整備、住宅地開発や上下水・電力等の基礎インフラの割合が多い。 

 

(2) EIA室の状況 

スタッフ 10人程度で、部屋内の棚にプロジェクトレポート及び本格的 EIA調査レポート

が番号順にファイルされていた。 

 

(3) Kapsabetの環境認可書 

環境認可書のコピーを見せたところ、これはプロジェクトレポート段階の認可ではなく、

本格的 EIAに基づく認可である。コピーの右横にある Application Reference No. PR1238とあ

るのは、間違いで、本来 EIAと記入すべきであったとのことであった。 

Kapsabet の EIA 調査レポートには、レポートへのパブリックコメントや公聴会の開催の

記録がなかったが、本部で確認したところ、官報や新聞広告などの写しは保管しているとの

ことであった。 

 

(4) 「ケ」国の非自発的住民移転に関する方針 

ドナーの非自発的住民移転方針 (Resettlement Policy)に対応して、「ケ」国としての
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Resettlement Policyついて検討し始めている。Kenya Powerというコンサルが作成しているは

ずである。その後、Ouma氏と連絡できず、入手できず。 

 

(5) EIA調査レポートの事例 

Ouma 氏多忙のため、紹介された NEMA 内にある図書室で、EIA 調査レポートの事例を

チェックした。 

・ 同氏は、昨年約 9ヶ月間、兵庫県庁に環境リスクアセスメントの研修員として滞在して

いるとのこと。 

 

 

以上 
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詳細協議議事録 08.8.26 
 

調 査 内 容 事業所排水の水質基準 

協 議 日 2008年 8月 26日（火） 

協 議 時 間 9:30～10:00 

協 議 場 所 NEMAHQ事務所 

出 席 者 [NEMA] 
・ Mr. Peter Njuguna Watoro： 

District Environment Officer, NEMA Head Office 

Water Quality Unit,  

 [調査団] 

奥澤 

 

[調査団] 

水質に関する排水基準、環境基準について確認したい。 

 

[NEMA] 

2006 年に制定された The Environment Management and Co-ordination (Water Quality) 

Regulations, 2006において、用水基準(家庭用水、工業用水、農業用水等)が定められ、また、

工場や事業所排水の放流基準が設定されている。 

なお、全般的に水質、大気などの排出基準、環境基準の策定とその対処策、マニュアル等

については、EUの資金援助でプロジェクトが進行中である。 

 

[調査団] 

すでに、規則を入手しているが、公共水域に直接放流する場合(公共下水道に放流する場

合以外)に、公共下水道の普及率が低い（地方では 10％台）現状を考えると、放流基準が

BOD30ppm, SS30ppm というのは、各工場、事業所は排水の二次処理施設を設置しなければ

ならず、かなり厳しいのでないか。 

 

[NEMA] 

安全な水の供給不足と公共水域保全の問題を解決するにはやむを得ない。しかし、二次処

理施設の設備投資資金が確保できない中小企業などには、その都度、相談依頼があれば、対

応策をアドバイスしている。 

 

以上 
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詳細協議議事録 08.8.27 
 

調 査 内 容 実施機関（EWASCO）との協議 

技術協議 

協 議 日 2008年 8月 27日（水） 

協 議 時 間 15:00～17:00 

協 議 場 所 EWASCO事務所 

出 席 者  [Embu Water & Sanitation Co., Ltd.：EWASCO] 
・ Eng. Mr. H. M. Karugendo 

Managing Director of EWASCO 
・ Eng. Mr. Michael Kiio Ireri 

Superintendent of Water Distribution 

 [調査団] 

武内、小野里 

 

調査団より、EWASCOに対し浄水施設設計に関する以下の質問をした。 

(1) 建設中の浄水施設の設計に関し 

(2) 要請の新ムカンゴ浄水施設の設置スペースに関し 

(3) その他 

 

(1) 建設中のムカンゴ浄水施設の設計に関し 

調査団と EWASCOで質疑応答が行われ、EWASCOに関し以下の現状を把握した。 

 EWASCO が提出した建設中のムカンゴ浄水場の配置図は、実際の距離を GPS 等で

測定したところ間違っており、実際の距離は図面上の距離より小さい。 

 計算書や AS BUILT DRAWING等はない 

 浄水施設から発生する排水、汚泥に関する具体的な処理計画はない。 

 

(2) 要請の新ムカンゴ浄水施設スペースに関し 

調査団と EWASCOで質疑応答が行われ、EWASCOに関し以下の現状を把握した。 

 EWASCO が既に取得している 70M×55M のスペースの根拠は、計画浄水施設の設

計計算を基に決められているのではなく、隣の建設中浄水場とほぼ同等のスペース

をイメージして決められている。 

 要請浄水施設から排出される排水処理施設のスペースを考えると 70M×55Mのスペ

ースには設置不可能である。更に、建設中の浄水施設用排水処理施設のスペースも

必要と考える。 

 

(3) その他 

 新ムカンゴ浄水施設建設にあたり 50kVA程度の電気供給は可能である。 

 

 

以上 
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詳細協議議事録 08.8.28 
 

調 査 内 容 EIA 

協 議 日 2008 年 8 月 28 日（金） 

協 議 時 間 16:00 ～17:00 

協 議 場 所 EWASCO 事務所 

出 席 者 [TWSB] 

・ Mr. T. W. Kibaki, Planning and Strategy Manager, Tana 
Water Service Board 

[EWASCO] 
・ Mr. H. M. Karugendo： 

Managing Director of EWASCO 

 [調査団] 

武内、奥澤 

 

[調査団] 

現地調査前の時点では、JICA 環境社会配慮ガイドラインに基づく環境予備評価(IEE)のス

コーピング、悪い影響の緩和策等について、ステークホルダーミーティングを開催して、コ

メントを求める予定であったが、計画の変更や浄水場用地の確保などの必要性があきらかに

なったため、エンブ市滞在の最終時期にあたり、事業主体である TWSB 及び EWASCO 関係

者と、あらためて以下の点について説明あるいは確認を行った（下記、英文参照）。 

① 既存浄水場施設の環境監査及び新規上水供給施設の環境認可、 

② M/M 協議の結果、上水供給計画の対象地域や内容の一部が変更されたので、あらた

めて EIA コンサルタントに委託する TOR を修正・追加する必要性、浄水場の用地確

保等の環境認可の前提条件、 

③ またすでに説明したが、JICA 環境社会配慮ガイドラインの主旨、 

④ 環境認可を早めるための対応。下記、英文参照 

なお、新浄水供給施設の EIATOR については、TOR 自体が未作成の可能性もあったが、

EWASCO 側の説明により、すでに一部 TOR が作成済みとの前提で協議した。 

 

[EWASCO] 

環境認可の前提条件である用地確保、水利権確保、汚泥処分対応などは、早急に検討し、そ

の後、環境認可の手続きを進めたい。ただし、その場では、予算措置等具体的対応策は言及

しなかった。 
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(参考資料) 

EIA matters of the Project for Improvement of Water Supply 
in Embu and its surrounding areas (memo for discussion) 

August 28th, 2008  

JICA Preliminary Study Team (Environmental and Social Considerations) 

 

1. Existing situation with respect to EIA matters 
(1) In case of construction of Mukangu Water Treatment and water intake, was it required to 

conduct EIA study (either Project Report or full EIA) by NEMA and did TWSB/EWASCO get 

environmental license from NEMA? 

(2) To clarify contents of the present TOR for Embu Water Supply Projects (before JICA 

Preliminary Study Team dispatched). 

 

2. Proponent and lead agency with respect to EIA approval (licence) 
(1) Tana Water Service Board or EWASCO 

(2) Ministry of Water and Irrigation 

 

3. Project area  
(1) Project area is not same as the water service area. It is necessary to includes all the 

administrative jurisdiction in view of both natural and social conditions, and considering direct 

and indirect impacts. 

(2) District level: Embu District and Mbeere District 

(3) Embu District: Manyatta division, Embu Munucipality (Central), Nembere Division 

(4) Mbeere District: Gachoka Division, Siakago Division 

 

4. Project component (major activities) 
(1) Construction and operation of water intake from Rupingazi river. 

1) No.3 (upstream of existing Mukangu intake) 

2) No.4 (existing Mukangu intake as an alternative) 

(2) Construction and operation of water treatment plant and related facilities including sludge 

drying bed and water analysis laboratory at Mukangu. 

(3) Construction and operation of water storage reservoir at Kangaru  

(4) Construction and operation of water pipelines including conveyance, transmission and 

distribution main and branches for kiosk and individual house connection etc. 

(5) Construction and operation of pressure breaking tank and pressure reducing valves 

(6) Construction and operation of water kiosks, standing pipes, water meters etc. 

 

5. Classification of the Project phase  
(1) Planning stage 

(2) Construction stage 

(3) Operation stage 
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6. To comply with relevant environmental legislations and guidelines  
(1) Environmental Management and Coordination Act, 1999 

(2) Environmental (Impact Assessment and Audit) Regulations, 2003 

(3) Environmental Impact Assessment Guidelines and Administrative Procedures (Draft, 2002.11) 

(4) Relevant laws such as Land Act, Land Acquisition Act etc. 

(5) JICA Guidelines for Environmental and Social Considerations, 2004 

(Especially in Appendix 1 Requirements of the Recipient Governments) 

 

7. Major expected environmental impact items due to the Project  
(1) Planning stage 

1) Securing lands for water supply and related facilities - land acquisition, involuntary 

resettlement, Wayleave, Easement etc.) 

2) Change of land and resources use: additional water right 

 

(2) Construction stage 

1) Procurement of construction materials 

2) Earth moving and construction work: air and water pollutants, noise and vibration etc. 

3) Wastewater and solid waste generation from worker’s camp 

4) Health problems: a) Infectious diseases, b) risk of contracting HIV/AIDS due to immoral 

practice of workers and prostitute 

 

(3) Operation stage 

1) Sludge disposal 

2) Wastewater treatment and sludge disposal: comply with water quality standards, 2006 

 

8. Necessary revision of the present TOR 
Due to change of the project plan, contents of the present TOR are necessary to change in some 

points. 

 

9. Requirement of TOR and PR/EIA Study in view of JICA guidelines for Environmental and 
Social Considerations (ref. 6 - 5)) 

(1) To understand the concept, conditions and requirement of JICA Guidelines 

(2) Information disclosure from initial stage (from initial stage)  

(3) Public Participation from initial stage (holding the stakeholder meeting and collect public 

opinion etc.) 

(4) Comply with Water quality standard, 2006 

(5) To secure land for facilities and pipelines etc. through appropriate procedure and compensation 

to affected people and to get license, agreement, registration titles etc. (copies of documents are 

necessary to be submitted to JICA for evidence) 

 

10. To move forward with EIA approval procedure  
 Please refer to procedure of environmental approval.  
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 In view of other case such as Kapsabet WS project (Rehabilitation and Augmentation), 

Embu Water supply project is expected to undergo full EIA Study. 

 To get license from NEMA in earlier stage, it is necessary to make efforts for better Project 

Report in more detail and beyond the requested level. 

 

 

以上 
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詳細協議議事録 08.8.29-1 
 

調 査 内 容 環境認可と EIATOR 

協 議 日 2008年 8月 29日（金） 

協 議 時 間 11:00～11:30 

協 議 場 所 EWASCO事務所 

出 席 者 [EWASCO] 
・ Mr. H. M. Karugendo： 

Managing Director of EWASCO 

[EIA Consultant] 

・ Mr. John Ireri, Managing Consultant, Environment & 

Development Associates (EDAK) 

 [調査団] 

奥澤 

 

[協議内容] 

 9 月 28 日(木)夕刻、TWSB 及び EWASCO 担当者と協議した以下の内容について、

EWASCO担当者同席のもとに、EIAコンサルタントに説明し、理解を得た。 

① 既存浄水場施設の環境監査及び新規上水供給施設の環境認可、 

② M/M 協議の結果、上水供給計画の対象地域や内容の一部が変更されたので、あ

らためて EIAコンサルタントに委託する TORを修正・追加する必要性、浄水場

の用地確保等の環境認可の前提条件、 

③ またすでに説明したが、JICA環境社会配慮ガイドラインの主旨、 

④ 環境認可を早めるための対応。 

 

 詳細協議議事録 08.8.29(用地確保と環境認可)の英文部分を参照。 

 

 協議終了後、EIAコンサルタントから EWASCOから委託されている環境認可関連業

務の TORの内容を入手した。この TORをあらためてよく読むと、新たな上水供給施

設の環境影響評価調査（プロジェクトレポートの作成）は、TORに含まれていない。

EWASCO側で誤解しているか、EWASCOの説明を信じれば作成時が 1年前（コンサ

ルタント募集は昨年 4 月）なので、その後 EIA の TOR が作成された可能性もある。

今後、さらに確認が必要である。 

以上 

32



議事録 08.8.29-2 (1/1) 

詳細協議議事録 08.8.29-2 
 

調 査 内 容 上水汚泥処分等 

協 議 日 2008年 8月 29日（金） 

協 議 時 間 11:00～11:30 

協 議 場 所 エンブ市役所 

出 席 者 [MCE] 
・ Mr. Mogoi： 

Town Engineer, The Municipality Council of Embu 

 [調査団] 

奥澤 

Eng. H. M. Karugendo, Managing Director of EWASCO  

 

浄水場汚泥の処分について、以下調査した。 

 

[調査団] 

Mukangu 浄水場で発生し、天日乾燥処理の汚泥の最終処分地として、エンブ市のゴミ埋

立地（Gatondo地区）の利用のための条件を伺いたい。 

 

[MCE] 

Mukangu 浄水場は、Manyatta 郡で所管が異なるが、汚泥の無害であることが証明できれ

ば、適当な手続きを経て、受け入れる可能性はある。 

 

[調査団] 

エンブ市のゴミ埋立地を視察したが、本来混入してはいけない注射針等の医療廃棄物も混

入が見られた。また、オープンダンピングであり、廃棄物の野焼き、ラッグピッカーなどが

入り込んでいる。これらは、廃棄物管理規則（2006 年）の規制に十分対応していないので

ないか。 

 

[MCE] 

その状況は、十分把握していないが困った問題である。今後、担当部門で対応方法を検討

する。 

 

 

以上 
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